
※特定感染症発生期間において、当該特定感染症に応じたフロー図を示すので、下記のイメージはこのまま利用できないことに留意すること。

特定感染症の感染防止に必要な協力の求めを行う場合のフローのイメージ（特定感染症国内発生期間）（案）
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※医師の診断の結果、特定
感染症の患者等ではないと
判明している場合はⒹとし
て取扱う。
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協力の求めの内容 対象

ⅱ みだりに客室等から出ないこと ⒶⒷⒸ

ⅲ 体温その他の健康状態等の確
認の求めに応じること

ⒶⒷⒸ
Ⓓ

ⅳ 感染症法・特措法において求
められる対策

ⒶⒷⒸ
Ⓓ

ⅴ 必要な情報の提出 ⒶⒷⒸ

ⒶⒷⒸⒹがⅱ
～ⅴに正当な
理由なく応じな
い（※４）

その他の場合 宿泊

※１ 来館時だけでなく、必要な限度において２泊目以降についても同様のフローで取り扱うことができる。
※２ 報告の求めを受けた者が医療機関を受診する場合には、営業者は、適切な医療機関を知らせることが望ましい。
※３ 宿泊しようとする者は、営業者から協力の求めがあつたときは、正当な理由がない限り、その求めに応じなければならない。（法第４条の２第４項）
※４ 宿泊しようとする者が明らかにしたくない情報の報告を強制することはできず、営業者は、宿泊しようとする者の置かれている状況等を十分に考慮し、

・ ⒶⒷが、症状が特定感染症以外により生じたものであると自己申告する場合は、仮に当該者が特定感染症の患者等であった場合を想定し、他の宿泊者や従業
員に感染させないように宿泊することへの協力を求めた上で、それ以上の報告は求めずに宿泊を認めることが考えられる。
・ Ⓓも、他の宿泊者や従業員に感染させないように宿泊することへの協力を求めた上で、それ以上の確認は求めずに宿泊を認めることが考えられる。
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